
日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
六
集

一
五
〇

清
代
英
雄
傳
奇
小
説
成
立
の
背
景

-

貴
州
安
順
地
戯
よ
り
の
展
望
ー

上

田

望

は
じ
め
に

宋
代
の
歴
史
語
り
の
藝
能

「
講
史
」

か
ら
褒
展
し
た
講
史
小
説
に
は
、
大
き
く

分
け
て
歴
史
演
義
小
読
と
英
雄
傳
奇
小
読
の
二

つ
の
流
れ
が
あ
る
。
『
三
國
演
義
』

に
代
表
さ
れ
る
歴
史
演
義
小
観
は
多
く
正
史
な
ど
の
史
料
に
擦

っ
て
補
訂
さ
れ
て

お
り
、
『
三
國
演
義
』
が

「
七
實
三
虚
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
比
較
的
史

實

に
則

っ
て
構
成

さ
れ

て

い
る
。

一
方
、
『
説
唐
全
傳
』、
『
楊
家
將
演
義
』
、
『
独
青
演

義
』、
『
読
岳
全
傳
』
な
ど
の
英
雄
傳
奇
小
親
は
、
秦
叔
賓
、
醇
仁
貴
、
醇
丁
山
、

楊
六
郎
、
穆
桂
英
、
狭
青
、
岳
飛
ら
が
と
こ
ろ
狭
し
と
暴
れ
回
る
荒
唐
無
稽
な
筋

立
て
て
、
「七
實
三
虚
」
ど
こ
ろ
か

「
三
實
七
虚
」

の
作
品
群
で
あ

る
。
た
だ
、

魯
迅
が

『
中
國
小
醗
史
略
』
第
十
五
篇

「元
明
傳
來
之
講
史
」
の
中
で

「
武
勇
に

於
い
て
は
、
唐
代
の
醇
家
、
宋
代
の
楊
家
將
及
び
狭
青
ら
を
描
く
作
品
が
あ
り
、

へる

文
僻
内
容
と
も
に
拙
劣
て
は
あ
る
が
、
巷
て
は
廣
く
讃
ま
れ
て
い
る
」
と
述
ぺ
て

い
る
よ
う
に
、
文
學
作
品
と
し
て
は
三
流
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

英
雄
物
語
は
中
國
で
は
廣
く
人
口
に
瞼
表
し
て
い
る
。
特
に
近
年
各
界
か
ら
熱
い

覗
線
を
浴
び
て
い
る
貴
州
省
安
順
の
假
面
劇

「地
戯
」
は
、
そ
の
演
劇
と
し
て
の

形
態
の
古
様
て
あ
る
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、
非
常
に
生
彩
に
富
ん
だ
様
様
な
長
編

の
英
雄
物
語
を
持
つ
こ
と
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
拙
論
は
英
雄
物
語
の
護
生
と
受

容
を
中
國
地
域
肚
會
と
の
關
わ
り
で
読
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
安
順

の
地
戯
及
び
説
唱
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
、
中
國
小
読
史
上
に
於
い
て
こ
れ
ら
演

唱
藝
能
が
果
し
た
役
割
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

地
戯
譜
の
英
雄
物
語

貴
州
省
の
安
順
市
や
亭
鰯
縣
な
ど
で
は
、
春
節
及
び
中
元
節
の
農
閑
期
に
古
く

か
ら

「屯
螢
人
」
と
構
す
る
農
民
た
ち
に
よ
る
假
面
劇
1

「
地
戯
」
の
上
演
が

行
わ
れ
て
き
た
。
安
順
は
貴
陽
か
ら
雲
南

へ
と
向
か
う
途
中
に
位
置
し
、
交
通
の

要
害
て
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
明
洪
武
年
聞
雲
南
に
逡
征
し
た
軍
除
が
こ
の
地
に
そ

の
ま
ま
屯
田
兵
と
し
て
と
ど
め
置
か
れ
た
。
地
戯
を
演
ず
る
屯
量
人
は
多
く
は
こ

の
江
南
か
ら
移
住
し
て
き
た
屯
田
兵
の
末
商
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の

一
帯
の
多
く

の
村
落
に
地
戯
を
演
じ
る
地
戯
團

(「堂
」
と
も
言
う
)
が
あ

る
。
沈
幅
馨
、
趙
憲

ハ
　
り

明
編
の
安
順
地
戯
團
分
布
統
計
に
よ
れ
ば
、

一
九
九
二
年
當
時
貴
州
省
に
は
三
百

十

一
の
地
戯
團
が
あ
り
、
そ
の
殆
ど
は
安
順
市

(百
五
十
五
)
と
そ

の
周
邊

の
亭

鰯
縣

(六
十
)、
普
定
縣

(二
十
五
)、
長
順
縣

(二
十
五
)
に
集
中
し
て
い
る
。
地

戯
の
演
目
は
歴
史
故
事
に
題
材
を
取

っ
た
英
雄
劇
に
限
定
さ
れ
、
各
地
戯
團
の
演

目
は
ほ
ぼ

一
つ
に
固
定
化
し
て
お
り
、
『
三
國
演
義
』
を
演
ず
る
地
戯
團
な
ら
『
三

國
演
義
』
だ
け
し
か
上
演
出
來
な
い
。
同
上
安
順
地
戯
劇
目
分
布
統
計
に
披
れ
ば
、



傳
承
さ
れ
て
い
る
演
目
は
設
代
故
事

の

『
封
紳
演
義
』
か
ら
明
代
故
事

の

『沈
慮

龍
征
西
』
ま
で
二
十
九
種
を
敷
え
、
そ
の
中
で
人
氣
の
高
い
も
の
と
し
て
は

『
三

國
演
義
』
(六
十
劇
團
)、
『醇
丁
山
征
西
』
(五
十
二
劇
團
)、
『
四
馬
投
唐
』

(四
十
五

劇
團
)、
『
大
反
山
東
』

(三
十
六
劇
團
)
、

『蘇
仁
貴
征
東
』
(二
十
三
劇
團
)、

『
三
下

河
東
』
(二
十
二
劇
團
)
な
ど
が
あ
る
。

筆
者
は

一
九
九
二
年
二
月
に
安
順
蕾
州
地
匿
の
魯
家
屯
、
卒
鰯
縣
の
城
關
鎭
及

び
白
雲
匿
の
白
雲
村
、
車
頭
村
等
を
訪
れ
、
地
戯
の
脚
本

(土
地
の
人
々
は
こ
れ
を

「地
戯
譜
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
)
な
ど
の
文
獣
資
料
を
圭
た
る
調
査
野
象
と
し

て
現
地
調
査
を
行
な

っ
た
。
地
戯
譜
を
見
て
み
る
と
、
七
言
の
唱
詞
を
中
心
に
、

時
に
十
言
句
や
五
言
句
を
交
え
る
構
成
を
と

っ
て
お
り
、
明
代
の
詩
讃
盟
説
唱
で

ハき

あ
る
成
化
読
唱
詞
話
と
よ
く
似
て
い
る
。
唱
詞
は
、
登
場
人
物
が
自
ら
を
唱
う
場

合
で
も

「
私
は
…
…
…
」
と
は
な

っ
て
お
ら
ず
、
「誰
そ
れ
は
…
…
…
」
と
い
う

よ
う
に
第
三
者
の
立
場
で
語
る
敲
事
髄
の
表
現
に
な

っ
て
い
る
。
齊
言
句
の
唱
詞

の
間
に
白
、
詩
、
費
が
挾
み
込
ま
れ

て
い
る
地
戯
譜
も
あ
り
、
白
は
概
ね
代
言
髄

に
な

っ
て
い
る
。

ハ
る
り

次
に
地
戯
の
物
語
内
容
を
概
観
し
た
い
。
筆
者
が
今
回
牧
集
出
來
た
地
戯
譜
は

以
下
の
通
り
。
○
は
油
印
本
、
●
は
紗
本
、
◎
は
挑
印
本
を
意
味
す
る
。

●○●○○○●○

『大
破
鐵
陽
』
八
巻
四
班

『楚
漢
孚
鋒
』
A

(西
漢
設
唱
全
本

地
戯
譜
)
八
巻
四
十
二
回
二
冊

『楚
漢
相
孚
』
B

『
三
國
地
戯
譜
』
A

(競
唱
本
)
十
二
巻
十
二
珊

『
三
國
』
B

(観
唱
戯
譜
)
八
巻

(巻
二
訣
)
七
珊

不
全

『
三
國
』
C

(「關
羽
困
土
山
」)
不
全

『
三
國
』
D

(「關
雲
長
過
五
關
」
巻
四
)
不
全

『投
唐
戯
譜
』
A
十
二
巻
四
冊

清
代
英
雄
傳
奇
小
親
成
立
の
背
景

●

『
投
唐
』
B

一
班

不
全

O

『
羅
通
掃
北
』
A

(設
唱
全
本

地
戯
譜
)
八
巻
十
珊

●

『
羅
通
掃
北
』
B

一
冊

不
全

○

『
薄
仁
貴
征
東
』
(既
唱
全
簿

地
戯
譜
)
十
二
巻
十
二
冊
…

○

『
醇
丁
山
征
西
』
A

(既
唱

地
戯
譜
)
十
二
巻
十
二
班

●

『蘇
丁
山
征
西
』
B
八
巻
四
珊

○

『醇
剛
反
唐
』

(説
唱
全
本

南
唐
傳
)
十
四
巻
十
四
珊

○

『
粉
肱
櫻
』
A

(既
唱
全
傳

地
戯
譜
)
十
三
巻
四
十

一
回
三
珊

●

『
粉
欺
縷
』
B
七
冊

●

『
郭
子
儀
征
西
』
八
巻
四
冊

○

『
二
下
南
唐
』
(既
唱
全
傳

原
名
飛
龍
傳
宋
朝
故
事
地
戯
譜
)
八
巻
二
冊

○

『
初
下
河
東
』
(地
戯
譜
)
八
巻
二
冊

○

『
八
虎
闊
幽
州
』
(親
唱
楊
家
將
)
八
巻
十
八
回
八
冊

○

『
三
下
河
東
』
A

(楊
家
將
蹴
唱
全
集

地
戯
譜
)
十
巻
十
班

●

『
三
下
河
東
』
B
八
巻
八
冊

●

『
三
下
河
東
』
C

(「孟
懊
元
招
親
頃

不
全

○

『五
虎
亭
西
』
(醗
唱
全
本

宋
朝
故
事
地
戯
譜
)
九
雀
九
班

○

『
五
虎
二
次
李
西
』
(競
唱
全
本

地
戯
譜
)
四
巻
四
珊

○

『五
虎
準
南
』
(説
唱
全
本

地
餓
譜
)
十
巻
十
冊
…

●

『精
忠
傳
』
A

◎

『精
忠
傳
』
B

(「岳
飛
大
職
愛
華
山
」)
不
全

●

『
南
宋
岳
傳
下
集
』
C
四
巻
四
珊

油
印
本
の
地
戯
譜
は
現
在
も
貴
陽
な
ど
で
娯
樂
用
に
販
實
さ
れ
て
お
り
、
何
か

の
事
情
で
地
戯
譜
を
失

っ
た
村
は
、
こ
の
油
印
本
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
り
あ
る

い
は
遙
當
に
改
編
し
て
自
分
蓮

の
地
戯
團
の
脚
本
に
あ
て
て
い
た
ら
し
い
。
演
目

一
五

一



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
六
集

に
は
こ
の
他
に

『
封
紳
演
義
』
、
『大
反
山
東
』、
『
保
唐
』
、
『残
唐
演
義
』
、
『
三
下

南
唐
』、
『
四
下
南
唐
』
、
『
楊
家
將
』
、
『
二
下
偏
關
』
、
『
九
轄
河
東
』
、
『王
玉
蓮
征

西
』
、
『
岳
雷
掃
北
』
、
『
英
烈
傳
』
、
『沈
恋
龍
征
西
』
、
『黒
黎
打
五
關
』
な
ど
が
あ

る
が
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。
地
戯
譜
を
丹
念
に
讃
ん
て
み
る
と
、
明
ら
か
に

小
観
に
擦

っ
て
改
編
さ
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
と
、
小
読
の
影
響
を
全
く
受
け
て
い

な
い
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
て
は
ま
ず
小
説
に
擦

っ
て
改
訂
さ

れ
て
い
な
い
地
戯
譜
の

『楊
家
將
』、
そ
し
て

『
郭
子
儀
征
西
』
を
検
討

し
て
み

る
。楊

家
將
の
物
語
は
宋
代
の
頃
か
ら
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
話

本
の
類
は
残

っ
て
お
ら
ず
㍉
元
雑
劇
を
通
し
て
初
期
の
楊
家
將
故
事
の

一
端
を
窺

い
知
る
の
み
で
あ
る
。
明
代
に
な
る
と
、
講
史
小
観
と
し
て

『新
刻
全
像
按
鑑
演

義
南
北
雨
宋
志

傳
』
二
十
巻

(楊
家
將
の
物
語
が
あ
る
方
は

『北
宋
志
傳
』
十
巻
)、

『楊
家
府
世
代
忠
勇
通
俗
演
義
志
傳
』
八
巻
な
ど
が
萬
暦
年
聞
に
刊
行
さ

れ
始
め

た
。
明
清
爾
朝
を
通
じ
て
刊
行
さ
れ
た
楊
家
將
の
小
饒
は
こ
の
二
種
類
だ
け
て
あ

り
、
前
者
の

『北
宋
志
傳
』
の
方
が
後
者

の

『楊
家
府
演
義
』
よ
り
も
後
世
に
大

き
な
影
響
を
與
え
た
。
ど
ち
ら
の
小
読
淋
先
に
成
立
し
た
か
と
い
う
議
論
は
さ
て

お
き
、
こ
の
二
本
と
楊
家
將
の
地
戯
譜

『
八
虎
闘
幽
州
』
、
『
三
下
河
東
』
と
を
比

較
し
て
み
る
と
、
地
戯
の
中
に
は
楊
七
郎

と
杜
金
蛾
の
結
婚

(『八
虎
闊
幽
州
』)、

孟
懊
元
の
張
金
定
殺
し
な
ど
小
観
に
は
無
い
話
が
相
當
激
含
ま
れ
て
い
る
。

懊
元
越
想
越
心
動

越
想
小
姐
越
精
騨

狽
心
又
將
飛
錘
學

依
然
停
住
不
忍
心

一
蓮
揚
了
好
幾
次

さ
ら

さ
ら

懐
元
越
に
想
え
ば
越
に
心
動
く

さ
ら

さ
ら

な

や

越
に
小
姐
を
想
え
ば
越
に
精
紳
む

つ
よ狼

き
心
も
て
又
た
飛
錘
を
將
て
畢
ぐ
る
も

依
然
と
し
て
停
住
し
て
心
に
忍
び
ず

い

く

た

び

一
蓮
揚
げ
了
る
こ
と
好
幾
次

揚
得
懊
元
爾
膀
痛

懐
元
爲
難
無
計
施

只
好
閉
上
爾
眼
晴

磨
下
一
堂
金
墨
水

飲
入
服
内
起
黒
心

千
金
十
錘
狼
命
下

蓮
人
帯
床
三
丈
深

冤
家
死
在
九
泉
下

任
侮
百
般
罵
我
生

好
箇
青
春
年
少
女

化
倣
南
桐
夢
裏
人

一
五
二

こ
れ
は
楊
家
將
の
英
雄
の

一
人
、

を
あ
げ
た
後
て
、
國
家
の
た
め
に
と
、
命
の
恩
人
で
あ
る
張
金
定
を
打
ち
殺
す
場

面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
残
酷
な
物
語
は
地
戯
以
外
に
は
存
在
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
話
は
地
戯
の
中
に
散
見
さ
れ
、
職
時
の
女
色
を
禁
忌

す
る
軍
隊
の
モ
ラ
ル
が
反
映
さ
れ
た
地
戯

の
英
雄
物
語
の
一
つ
の
典
型
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に

「化
倣
南
桐
夢
裏
人
」
は
成
化
説
唱
詞
話
に
頻
繁
に

出
て
來
る
言
い
回
し
で
あ
り
、
こ
の

『
三
下
河
東
』
は
筆
者
の
見
た
中
て
も

一
番

と
言

っ
て
よ
い
程
に
唱
詞
が
成
化
観
唱
詞
話
と
似
通

っ
て
い
る
地
戯
譜
で
あ
る
。

地
戯

の

『
楊
家
將
演
義
』
は
、
小
読
と
は
別
箇

の
特
異
な
物
語
を
有
し
、
成
化
醗

唱
詞
話
と
の
共
通
織
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
明
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
に
地
戯
に
あ

っ
て
小
読
に
見
え
な
い
話
の
例
と
し
て
楊

七
郎
と
杜
金
蛾
の
結
婚
を
學
げ
た
が
、
こ
れ
は
出
征
の
折
、
見
回
り
に
出
て
い
た

七
郎
が
雨
風
に
う
た
れ
て
具
合
が
悪
く
な
り
、
杜
家
在
ま
で
來
て
倒
れ
て
い
た
と

こ
ろ
を
杜
天
之
と
い
う
人
物
に
救
わ
れ
、
病
が
癒
え
た
後
て
彼

の
娘
杜
金
蛾
と
結

揚
げ
得
て
懐
元
雨
膀
痛
し

懐
元
難
と
爲
し
て
施
す
計
無
し

た
お只

爾
眼
晴
を
閉
上
す
る
の
み

磨
り
下
ろ
す

一
堂
の
金
墨
水

飲
み
入
れ
服
内
し
黒
心
を
起
こ
す

ま
ま
よ

千
金
の
十
錘
狼
命
と
下
ろ
す

人
を
蓮
ね
床
に
帯
ひ
る
こ
と
三
丈
の
深
さ

冤
家
死
し
て
九
泉
の
下
に
在
り

弥
の
百
般
に
謝
璽
を
罵
る
に
任
す

よ好
箇
き
青
春
の
年
少
の
女

う
ち

化
し
て
南
桐
の
夢
の
裏
の
人
と
倣
る

(『
三
下
河
東
』
C
)

孟
良
の
息
子
孟
懐
元
が
張
金
定
と
華
燭
の
典



婚
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
話
て
あ
り
、
詩

讃
匿
演
劇
の

一
種
で
清
代
中
期
以
降
に
隆

ハ　
り

盛
を
極
め
た
榔
子
戯
に
は

『杜
家
棊
』
(豫
劇
)
と
い
う
同
じ
内
容
の
演
目
が
あ
る
。

榔
子
戯
は
同
じ
詩
讃
盟
と
い
う
こ
と

で
、
地
戯
か
ら
物
語
を
吸
牧

し

て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

『
郭
子
儀
征
西
』
は
、
唐
の
武
將
郭
子
儀
を
主
人
公
と
し
て
い
る
地
戯

譜

で
あ

る
。
沈
幅
馨
氏
は
こ
れ
を
か
な
り
後

に
な

っ
て
成
立
し
た
地
戯
譜
と
見
る
が
、
郭

子
儀
と
い
う
人
物
は
、
安
史
の
齪
の
討
伐
に
功
が
あ
り
、
か
つ
吐
蕃
と
の
野
外
職

孚
で
も
活
躍
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
、
軍
隊
な
ど
で
彼
の
英
雄
敲
事
詩
が
傳
承
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
。

『郭
子
儀
征
西
』

の
粗
筋
は
、
安

史

の
臥
を

討
伐
し
た
郭
子
儀
か
、
今
度
は
太
子
李

亨
が
都
を
逐
わ
れ
て
太
行
山
に
逃
れ
て
い

た
の
を
保
護
し
、
西
遼
な
ど
と
職

っ
て
次
次
と
勝
利
を
牧
め
、
つ
い
に
は
長
安
に

凱
旋
し

て
仇
敵

の
李
林
甫
を
追
放

し
、
玄
宗
が
退
位
し
て
李
亨
が
部
位
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
に
限
ら
ず
、
地
戯
て
は
多
く
の
英
雄
は
外
國
の
軍
と

職
う
が
、
本
當
の
敵
と
も
言
う
べ
き
人
物
が
必
ず
朝
廷
内
部
に
い
て
、
英
雄
が
露

國
し
て
か
ら
こ
の
輩
は
悪
果
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
郭
子
儀
は
俗
文
學
の
世
界

て
は
あ
ま
り
題
材
に
取
り
上
げ

ら
れ

な

い
が
、
榔
子
戯

に
は
、
『太
白
薦
賢
』

(中
路
秦
腔
)、
『
金
馬
門
』
(南
路
秦
腔
、
西
路
秦
腔
)、
『龍
玉
笛
已

(南
路
秦
腔
、
西
路

ハね
り

秦
腔
)、
『職
安
緑
山
』
(豫
劇
)
等
、
郭
子
儀
が
主
人
公
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
地
戯

と
は
か
な
り
内
容

の
異
な
る
劇
か
傳
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
中
て
も

『
太
白
薦
賢
』

に
は
郭
子
儀
か
蛇
を
追
い
か
け
地
面
を
掘

っ
て
創
を
手
に
い
れ
た
と
い
う
話
が
あ

り
、
こ
こ
て
は
郭
子
儀
は
關
羽
な
ど
と
同
じ

よ
う

に
天
か
ら
聖
剣
を
授
か

っ
た

す
　

「剣
紳
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
太
子
李
亨
が
太
行
山

　　
り

に
落
草
す
る
と
い
う
話
は
金
文
京
氏
の
言
う
.「
太
子
走
國
故
事
群

一
の
一
つ
で
あ

り
、
貴
種
流
離
諌
の
憂
形
し
た
も
の
が
郭
子
儀
の
英
雄
傳
醗
に
附
加
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
貴
州
に
は
貴
種
流
離
課
的
な
構
造
を
も
つ
競
唱

『元
龍
太
子
』、
『
鵬
寄

清
代
英
雄
傳
奇
小
観
成
立
の
背
景

記
』
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が

『
郭
子
儀
征
酉
』
地
戯
譜
の
成
立
に
何
ら
か
の
形

て
寄
與
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
次
に
小
読
の
影
響
を
受
け
て
い
る

『
四
馬
投
唐
』
と

『
三
國
演
義
』
の

地
戯
譜
に
つ
い
て
述
ぺ
る
。
『
四
馬
投
唐
』
は

『
三
國
演
義
』
に
次

い
で
地
戯

の

中
で
は
人
氣
の
高
い
演
目
で
あ
る
が
、
今
回
目
を
通
し
た
地
戯
譜
は
、
油
印
本
、

砂
本
と
も
に
小
親

『説
唐
全
傳
』
と
筋
立
て
が
非
常
に
似
通

っ
て
お
り
、
同
じ
詩

が
小
読
、
地
戯
塑
方
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
た
だ
唯

一
小
醗
と
内
容

が
食
い
違

っ
て
い
た
の
が
以
下
の
話
で
あ
る
。

き

秦
王
聰
説
國
母
死

笑
奔
蟹
前
大
放
聲

異
聲
娘
親
生
身
母

如
何

一
且
往
西
行

只
爲
別
國
煙
塵
動

骸
児
奉
旨
把
賊
卒

千
秋
嶺
下
邊
園
困

回
來
不
見
我
娘
親

秦
王
國
母
の
死
せ
る
を
聰
読
き

笑
き
て
蜜
前
に
奔
り
大
い
に
聲
を
放
つ

果
き
て
聲
す
ら
く

親
娘
よ
!

生
身
の
母
よ
!

た
も
ま

む
か

如
何
ぞ

一
旦
ち
西
に
往
い
て
行
け
る
や

只
だ
別
國
の
煙
塵
動
ぎ
し
が
爲
に

鑑

旨
を
奉
じ
て
賊
を
把
ぞ

李
ら
げ
ん
と
し
て

千
秋
嶺
の
下

園
困
に
遭
い

回
り
來
た
れ
ば
我
が
娘
親
見
え
ず

(『投
唐
』
A
)

李
密
に
捕
ま
り
監
禁
さ
れ
て
い
た
李
世
民
の
身
を
案
じ
、
蜜
皇
后
は
高
棲
を
築

い
て
そ
の
上
に
登
り
息
子
の
露
り
を
待
つ
が
、
そ
の
甲
斐
も
な
く
心
劣
て
み
ま
か

る
。

こ
の
話
は

『階
唐
演
義
』
、
『唐
書
志
傳
』
、
『晴
史
遺
文
』、
『
観
唐
全
傳
』
な

ど
の
小
読
や
戯
曲
に
は
無
い
が
、
明
代
の
鼓
詞

『
大
唐
秦
王
詞
話
』
に
の
み
字
句

は
全
く
違
う
が
同
じ
話
柄
が
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
地
戯
譜

『
四
馬
投
唐
』

も

『
読
唐
全
傳
』
に
基
づ
い
て

一
か
ら
作

っ
た
の
て
は
な
く
、
成
化
醗
唱
詞
話
の

よ
う
な
詩
讃
睡
の
読
唱
が
底
本
と
し
て
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『観
唐
全
傳
』
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
乾
隆
年
聞
て
あ
り
、
地
戯
が

こ

の
よ

う
に
大
幅
に
改
訂
さ
れ
た
の
は
乾
隆
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
五
三



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
六
集

最
後
に
地
戯
の
中
で
最
も
演
じ
ら
れ
る
頻
度
の
高
い

『
三
國
演
義
』
を
検
討
す

す
り

る
。
三
國
の
地
戯
譜
は
、
油
印
本
の
A
、
B
と
、
管
家
屯
の
紗
本
の

一
部
を
油
印

し
た
C
、
そ
し
て
紗
本
の
D
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
封
校
し
て
み
る
と
、
A
、
B
、

C
の
三
本
は
多
少
文
字
の
異
同
と
詩
詞
の
若
干
の
出
入
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的

に
同
系
の
テ
ク
ス
ト
て
あ
り
、
し
か
も
小
観
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
D
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

一
火
能
焼
百
萬
兵

一
火
能
く
百
萬
の
兵
を
焼
き

ほ

ぐ

東
風

一
起
便
逃
生

東
風

一
た
び
起
こ
っ
て
便
ち
逃
生
る

周
喩
空
互
防
賢
計

周
喩
は
空

し
く
有

つ

賢
を
防
ぐ
の
計

妙
算
急
能
及
孔
明

妙
算
忽
て
能
く
孔
明
に
及
ば
ん

(『一二
國
』
A
巻
六
)

こ
の
詩
は
明
代
弘
治
年
聞
に
在
世

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
歴
史
家
周
禮
、
字

は
静
軒
の
作
て
あ
り
、
彼

の
詩
が
萬
暦
年
聞
に
江
南
て
刊
行
さ
れ
た

『
三
國
志
傳

通
俗
演
義
』
や
建
陽
刊
本
の

『三
國
志
傳
』
に
載

っ
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
先

パ
リ
ね

學
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
清
初
の
人
毛
宗
歯
は

『
四
大
奇
書
第

一
種
三

國
志
演
義
』
を
編
纂
す
る
際
に
周
騨
軒
詩
は
創
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
清
代
は

毛
宗
歯
の

『
四
大
奇
書
第

一
種
三
國
志

演
義
』
が
流
布
本
と
し
て

一
世
を
風
靡
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
戯
譜

『
三
國
演
義
』
に
こ
の
よ
う
な
改
訂
が
加
え
ら
れ
た

時
期
は
毛
宗
樹
本
の
出
回
る
以
前
、
明
代
後
期
て
あ

っ
た

こ
と

は
疑
い
な
い
。

A
、
B
、
C
は
小
読
に
依
撮
し
て
筋

立
て
を
組
み
直
し
た
た
め
、
本
來
の
地
戯
が

も

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
野
趣
は
薄
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
次
の
よ
う
な
文
字

が
あ
る
。

二
位
艘
捜
歓
房
内

二
位
の
艘
艘
房
内
に
敏
み

と

雲
長
乗
燭
到
天
明

雲
長
は
燭
を
乗
り
て
天
明
に
到
る

七
字
頭
上
添
三
字

七
字
の
頭
上
に
三
字
を
添
え

賛
成
十
字
観
分
明

貧
め
て
十
字
と
成
し
観
く
こ
と
分
明

漢
關
某
在
天
宮
南
方
赤
帝

赤
讃
龍
來
下
降
降
在
凡
塵

租
籍
住
蒲
州
城
河
東
人
氏

一
下
我
無
弟
兄
猫
自

一
人

不
畳
得
長
成
人
一
十
八
歳

誰
知
道
黄
巾
賊
擾
臥
乾
坤

自
朝
中
掛
皇
榜
招
逡
好
漢

忙
牧
拾
到
皇
城
前
去
投
軍

到
了
那
午
朝
門
控
頭
看
榜

也
皆
是
前
生
定
得
會
使
君

我
三
人
義
氣
投
桃
園
結
義

那
三
弟
名
張
飛
益
世
英
雄

一
五
四

漢
の
關
某

天
宮
に
在
り

南
方
赤
帝

赤
髪
の
龍
來
り
下
り
て
降
る

降
り
て
凡
塵
に

在
り

組
籍
は
蒲
州
城
に
住
せ
る

河
東
の
人
氏

ロも
と
よ
り

一
下
我
弟
兄
無
く

猫
自

一
人
な
り

畳
え
得
ず
長
じ
て
成
人
す

一
十
八
歳

誰
か
知
道
ら
ん
黄
巾
賊

乾
坤
を
擾
鑑
す
る
を

朝
中
自
り
皇
榜
を
掛
け

招
き
て
好
漢
を
選
ぶ

忙
ぎ
牧
拾
し
皇
城
に
到
り

前
み
て
去
き
軍
に

投
ず

か那
の
午
朝
門
に
到
り
了
り

頭
を
擁
げ
榜
を
看

る也
た
皆
是
れ
前
生
の
定
め

使
君
に
會
う
を
得

我
ら
三
人
義
氣
に
投
じ

桃
園
に
義
を
結
ぶ

那
の
三
弟

名
は
張
飛

蓋
世
の
英
雄

(『三
國
』
B
巻
三
)

こ
の
よ
う
に

「
三
+
三
+
四
」
句
で
構
成
さ
れ
る
所
謂

「損
十
字
」
は
成
化
説

ハれ
り

唱
詞
話
に
見
え
、
元
代
に
は
既
に

「
詞
話
」
の
中
で
頻
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
同
じ
詩
讃
豊
観
唱
の
費
巻
、
弾
詞
や
鼓
詞
な
ど
に
も
残

っ

て
い
る
。
ち
な
み
に

『楚
漢
孚
鋒
』
A
に
は
こ
の
潰
十
字

の
前
に

「下
面
十
字
句

只
喩
不
唱
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
七
字
句
と
は
異
な
り
、
唱
う
箇
所
で
は
な

い
ら
し
い
。
こ
こ
て
注
目
し
た
い
の
は
、
損
十
字

一
、
二
句
か
ら
看
取
さ
れ
る
、

關
羽
の
前
身
が
赤
髪
龍
て
あ

っ
た
と
い
う
民
聞
傳
読
て
あ
る
。
關
羽
が
實
は
龍
の

下
凡
投
胎
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
話
は
正
史
に
は
勿
論
の
こ
と
、
戯
曲
や
小

既
の
類
に
も
見
え
な
い
が
、
成
化
読
唱
詞
話
の

『新
編
全
相
競
唱
足
本
花
關
索
疑



南
傳
』
に
は

「
陸
似
南
山
白
面
虎
、
關
雲
長
似
赤
髪
龍
」
の
文
字
が
あ
り
、
『
三

ハぬ
り

國
人
物
別
傳
』
も

「露
水
龍
關
雲
長
」
(安
徽
)、
「
小
青
龍
杁
黄
河
」
(河
南
)
な
ど

關
羽
が
龍
の
生
れ
鍵
わ
り
で
あ
る
と
す
る
傳
読
を
採
録
し
て
お
り
、
現
在
に
至
る

ま
で
民
聞
で
は
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。
元
來
關
羽
な
ど
に
ま
つ
わ
る

英
雄
物
語
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
地
戯
譜

『
三
國
演
義
』
は
、

歴
史
演
義
小
観

『
三
國
演
義
』
の
成
立

の
影
響
を
受
け
、
明
代
後
期
に
大
幅
に
改

訂
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
時
た
ま
た
ま
抹
沿
さ
れ
ず
に
残

っ
た
の
が
こ
の
赤
讃
龍

傳
醗
な
の
で
あ
る
。
小
観

『
三
國
演
義
』

の
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
甚
だ
大
き

く
、
明
代
中
期
以
前
に
都
市
の
藝
能
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
三
國
の
英
雄
物
語
も
殆

ど
小
観
に
擦

っ
て
改
め
ら
れ
る
か
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
『
風
月

錦
嚢
』
所

牧
の

『
精
選
績
饗
全
家
錦
三
國
志
大
全
』
や
弾
詞

『
三
國
志
玉
璽
傳
』

に
か
つ
て

の
英
雄
物
語
の
痕
跡
が
窺
わ
れ
る
の
み

で
あ
る
。
地
戯
譜

『三
國
演
義
』
も
七
字

句
に
は

「走
如
雲
」
、
「卒
陽
地
」
、
「猫
未
了
」
な
ど
成
化
観
唱
詞
話
に
共
通
し
た

言
い
回
し
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ

て
お
り
、
『
四
馬
投
唐
』、
『
楊
家
將
演
義
』

な
ど
と
同
様
に
そ
の
唱
詞
淋
江
南
の
詩

讃
艦
設
唱
の
影
響
下
に
あ

っ
て
成
立
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
こ
で
地
戯
の
内
容
に
關
す
る
特
徴
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

(
一
)
開
場
詩
、
設
朝
か
ら
始
ま

っ
て
貼
兵
、
出
征
と
な
り
、
結
末

で

は
必
ず

眞
の
悪
役
が
打
倒
さ
れ
て
大
團
圓
の
打
掃
場
で
絡
わ
る
。
こ
れ
は
成
化
観
唱
詞
話

の
構
造
と
酷
似
し
て
お
り
、
例
え
ば
成
化
観
唱
詞
話

『新
編
説
唱
全
相
石
郎
鮒
馬

傳
』
の
封
面
に
は
、
「善
悪
到
頭
終
有
報
、
只
孚
來
早
與
來
遅
」

と
あ

る
。
地
戯

も
読
唱
詞
話
と
同
じ
く
鋤
善
懲
悪
の
理
念
で
貫
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

(二
)
地
戯

の
大
部
分
を
職
闘
の
場
面
が
占
め
る
。
英
雄
の
活
躍
を
描

こ
う

と

し
て
必
然
的
に
そ
う
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
同
時
に
長
編
の
地
戯
が
ど

こ
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
と
い
う
利
鮎
を
生
ん
で
い
る
。
地
戯
に
立
ち
回
り
が
多

清
代
英
雌
傳
奇
小
誰
成
立
の
背
景

い
の
は
、
こ
れ
が
軍
灘
か
ら
褒
展
し
た
も
の
で
、
武
術
と
深
い
關
わ
り
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

(三
)
圭
人
公
は
騨
仙
の
投
胎
し
た
英
雄
で
あ
り
、
主
人
公
と
そ
れ
を
補

佐
す

る
義
兄
弟
た
ち
の
活
躍
が
推
か
れ
る
。
英
雄
が
紳
の
生
れ
愛
わ
り
で
あ
る
と
い
う

見
方
は
、
民
聞
レ
ベ
ル
で
は
牛
ぱ
常
識
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
地
戯

の
中
で

次
の
よ
う
な
樹
慮
關
係
が
見
出
さ
れ
る
。

赤
髪
龍

關
羽

(三
國
)、
金
兀
尤

(精
忠
)

白

虎

呂
布

(三
國
)、
羅
成

(投
唐
)、
醇
仁
貴

(酵
仁
貴
)、
楊
六
郎

(三

下
河
東
)

青

龍

軍
雄
信

(投
唐
)、
蓋
蘇
文

(臨
仁
貴
)、
張
同

(三
下
河
東
)

大

鵬

岳
飛

(精
忠
)

義
兄
弟
に
關
し
て
は
、
屯
量
人
の
租
先
は
軍
人
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼

ら
が
こ
の

「
義
」
と
い
う
モ
ラ
ル
を
重
硯
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
義
兄

弟
の
契
り
は
、
共
同
饅
か
ら
遊
離
せ
ざ
る
を
得
な
い
軍
人
、
商
人
、
秘
密
結
肚
な

ど
の
聞
で
結
ば
れ
る
も
の
だ
か
ら
て
あ
る
。
邊
境
の
地
に
や

っ
て
き
た
彼
ら
に
と

っ
て
は
宗
族
も
大
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
異
姓
聞
の
蓮
帯
も
大
事
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
。
虐
家
屯
の
窟
、
曾
氏
の
よ
う
に
複
姓
村
落
内
部
て
の
結
束
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
地
戯
の
上
演
は
峡
か
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
と
想

像
さ
れ
る
。

(四
)
英
雄
た
ち
は
設
朝
後
、
圭
と
し
て
異
民
族
と
の
職
孚
に
出
か
け
、
職
場

を
韓

々
と
し
な
が
ら
戦
い
績
け
る
。
『
三
國
演
義
』
の
地
戯
譜
だ
け
は
例
外
的
に
異

民
族
と
の
職
い
が
皆
無
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
演
義
小
観
の

『
三
國
演
義
』
に

撮

っ
て
改
訂
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
他
は
高
麗
、
遼
、
金
な
ど
と
の

民
族
職
孚
で
あ
る
。
「何
方
苗
蟹
賊
」
(『一二
國
』
B
巻
三
)
と
い
う
言
葉
が
端
的

に

物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
、
屯
塗
人
た
ち
の
租
先
は
實
際
に
貴
州
、
雲
南
で
民
族
職

一
五
五
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孚
を
職

っ
た
人
々
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は
租
先
の
功
績
を
顯
彰
す
る
た
め

に
こ
の
よ
う
な
物
語
を
好
む
の
で
あ

る
。

三

地
戯
と
祭
祀
儀
禮

こ
こ
ま
で
地
戯
の
物
語
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
次
に
地
戯

の

演
じ
ら
れ
る
環
境
に
つ
い
て
述
ぺ
る
。
地
戯
は
そ
の
名
の
通
り
、
殆
ど
が
地
面
の

上
で
演
じ
ら
れ
て
お
り
、

一
般
の
演
劇
の
よ
う
に
舞
璽
の
上
で
演
じ
ら
れ
る
ケ
1

ス
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
春
節
や
中
元
節
の
期
聞
中
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。
中
で
も
特
に
集
中
的
に
地
戯
が
演
じ
ら
れ
る
の
が
、
春
節
の

「撞
菩

薩
」
の
時
で
あ
る
。
「撞
菩
薩
」
と
は
、
村
な
ど
に
祭
ら
れ
て
い
る
肺
像

を

御
輿

に
乗
せ
て
練
り
歩
く
行
事
で
あ
り
、
大
盛
春
節
の

「初
八
」
以
降
に
行
わ
れ
て
い

る
。
「菩
薩
」
は
南
方
の
俗
語
て
紳
の
意
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
棘
が
遽

が
れ
て

い
る
が
、
安
順
市
な
ど
で
は

「涯
公
」
を
祭
る
こ
と
が
多
い
。
『績
脩
安
順
府
志
』

巻
+
六

「禮
俗
華

に
は
・

正
月
十
七
日
、
安
順
の
五
官
屯
て
は
注
公
の
神
徐
を
お
迎
え
し
て
浪
風
橋
ま

で
行

っ
て
お
祭
り
を
し
、
夜
に
な
る
と
浪
風
橋

の
と

こ
ろ

で
爆
竹
を
鳴
ら

す
。
城
内

の
士
民
で
こ
れ
を
見
に
行
く
者
が
頗
る
多
い
。
…
…
…
各
村
々
で

は
ひ
ら
け
て
奉
ら
か
な
所
を
選
ひ
、
銅
鯉
を
鳴
ら
し
、
太
鼓
を
う
ち
、
踊

っ

た
り
歌

っ
た
り
し
て
樂
し
む
。

田
仲

一
成
氏
に
よ
れ
ば
、
「注
公
」
と
は
唐

の
人

で
、
安
徽
省
徽
州
新
安

の
出

身
で
あ

っ
た
た
め
、
徽
州
で
は
聯
と
崇

め
ら
れ
、
そ
の
誕
生
日
に
は
假
面
劇
ぶ
奉

　　

献
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
貴
州
で
こ
の
よ
う
な
形
で
祭
ら
れ
て
い
る
聯

は
注
公
に
限
ら
な
い
。
筆
者
は

一
九
九
二
年
の
春
節

に
幾

つ
か
の
擁
菩
薩
を
見
た

が
、
李
棚
縣
車
頭
村
で
は
二
月
二
十

一
日
、
關
羽
と
そ
の
息
子
關
奉
、
家
來
の
周

倉
の
像
を
廟
代
わ
り
の
倉
庫
か
ら
携
ぎ
出
し
て
き
て
村
の
廣
場
で
祭
り
、
紳
前
で

一
五
六

地
戯

『大
反
山
東
』
を
演
じ
て
い
た
。
こ
の
村
は
明
初
に
湖
南
か
ら
入
植
し
て
き

ハお
り

た
劉
氏
が
大
多
敷
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
關
羽
を
祭
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ

る
が
、
車
頭
村
以
外
の
地
匪
で
も
關
羽
に
封
す
る
信
仰
は
甚
だ
篤
く
、
安
順
の
各

地
に
關
帝
廟
な
ど
關
帝
信
仰
に
ち
な
む
地
名
が
残

っ
て
い
る
。
地
戯
譜
て
も
關
羽

の
死
ぬ

「
走
褒
城
」

の
段
が
無
く
、
劉
備
が
郎
位
し
た
と
こ
ろ
で
め
で
た
し
め
で

た
し
で
完
と

な

る

(本
當
な
ら
劉
備
の
即
位
の
前
に
關
羽
は
世
を
去
っ
て
い
る
筈
で
あ

る
)。

一
般
に
關
羽
を
主
役
と
す

る

「關
公
戯
」
は
宗
激
色

の
濃
厚
な
祭
祀
演
劇

で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
手
の
演
劇
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
彼
の
魂

を
招
き
寄
せ
て
慰
め
る
と
い
う
鎭
魂
の
儀
禮
と
深
く
關
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。地

戯
が
、
假
面
を
つ
げ
て
演
劇
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
春
節
と
中
元
節
だ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
冠
婚
葬
祭
、
特
に
葬
の
際
に
は
親
戚
縁
者
が
集
ま

っ
た

中
て
、
偶
面
劇
と
し
て
演
じ
る
時
と
は
違
う
腔
翻
で
い
わ
ゆ
る

「清
唱
」
を
行
な

う
。
ふ
り
は
勿
論
、
銅
鋸
な
ど
の
俘
奏
も
無
い
。
清
唱
は
老
練
な
唱
い
手
が

一
人

て
唱
う
猫
唱
の
と
こ
ろ
と
、
そ
れ
に
周
園
が
合
わ
せ
て
唱
う

「蒲
唱
」

の
と
こ
ろ

と
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
上
演
の
時
で
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
地
戯

で
は
な
い
が
、
油
印
本
の
唱
本

『
封
神
演
義
』
に
は

「
可
作
孝
歌
」
の
謳
い
文
句

の
見
え
、
や
は
り
葬
禮
の
際
に
唱
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
地
戯
や
競
唱

の
こ
の
様
な
用
い
ら
れ
方
は
、
詩
讃
盟
説
唱
で
あ
る
費
巻
で
も
同
じ
で
あ
る
。
地

戯
が
葬
禮
の
時
に
唱
わ
れ
る
背
景
に
は
、
地
戯
が
本
來
悲
劇
的
な
死
を
途
げ
た
職

死
者
を
祭

っ
て
慰
め
よ
う
と
す
る
鎭
魂
劇
か
ら
畿
生
し
た
こ
と
も
關
係
し
て
い
よ

う
。
地
戯
の
結
末
の
遠
征
軍
が
凱
旋
し
て
き
た
場
面
に
職
死
者
を
祭
る
唱
詞
が
あ

る
の
は
そ
の
名
残
か
も
し
れ
な
い
。

地
戯
譜
が

「設
朝
」

に
始
ま
り

「打
掃
場
」
に
絡
わ
る
構
造
を
と
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
が
、
實
際
に
演
ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
前
に

「
開
箱
」
、
「僻
廟
」、
「
接



風
」
、
「参
廟
」
な
ど
幾
つ
か
の
綾

を
讃

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.」
れ

こ
こ
で
は
敢
え
て
燭
れ

に
つ
い
て
は
田
仲

一
成
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
た
め
、

ず
、
ど
の
よ
う
に
物
語
部
分
が
上
演
さ
れ
て
い
く

の
か
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い

て
の
み
言
及
す
る
。
地
戯
の
上
演
の
開
始
さ
れ
る
直
前
に

「掃
開
場
」

の
儀
禮
が

あ
り
、
そ
の
後
で

「
設
朝
」

へ
と
入

っ
て
い
く
。
少
し
長
い
が
そ
の
部
分
の
冒
頭

を

『
三
下
河
東
』
よ
り
引
用
す
る
。

自
從
盤
古
分
天
地

三
皇
五
帝
治
乾
坤

幾
朝
君
王
多
有
道

幾
朝
無
道
帝
王
君

発
舜
本
是
有
道
主

桀
紺
夏
商
酒
色
昏

周
有
三
十
六
王
子

漢
有
二
十
四
帝
君

前
朝
後
漢
難
表
鑑

軍
表
宋
朝

一
段
情

先
是
太
宗
登
龍
位

國
泰
民
安
享
太
奉

後
來
又
是
貞
宗
主

一
統
山
河
定
乾
坤

丈
官
提
筆
安
天
下

武
將
提
刀
定
太
卒

龍
櫻
日
日
生
瑞
氣

鳳
閣
閃
閃
起
群
雲

三
日
晴
來
爾
日
雨

よ

盤
古
自
從
り
天
地
分
か
る

三
皇
五
帝
乾
坤
を
治
む

幾
朝
の
君
王
多
く
有
道

幾
朝
の
無
道
の
帝
王
君

発
舜
本
と
是
れ
有
道
の
圭

桀
紺
夏
商
酒
色
に
昏
む

周
に
三
十
六
の
王
子
有
り

漢
に
二
十
四
の
帝
君
有
り

前
朝
後
漢
表
し
甕
く
し
難
し

軍
だ
宋
朝
の
一
段
の
情
を
表
す

先
づ
是
れ
太
宗
龍
位
に
登
る

國
泰
ら
か
に
民
安
ん
じ
太
準
を
享
く

後
來
又
た
是
れ
貞
宗
主

山
河
を

一
統
し
乾
坤
を
定
む

文
官
は
筆
を
提
り
天
下
を
安
ん
ず

武
將
は
刀
を
提
り
太
卒
を
定
む

龍
棲
日
日
に
瑞
氣
生
じ

鳳
閣
閃
閃
と
し
て
鮮
雲
起
る

三
日
の
晴
と
雨
日
の
雨

清
代
英
雄
傳
奇
小
説
成
立
の
背
景

年
年
五
谷
又
豊
登

年
年
五
谷
叉
た
豊
登

這

一
日
貞
宗
趙
王
登
金
殿

這
の
一
日
貞
宗
趙
王
金
殿
に
登
る

聚
集
三
塞
八
位
臣

三
墓
八
位
の
臣
を
聚
集
す

こ
の
中
で
も
特
に
天
地
開
關
の
由
來
を
述
べ
る
箇
所
は
、
成
化
醗
唱
詞
話
や
講

史
小
設
な
ど
に
ま
ま
見
え
る
。
大
木
康
氏
は
、
地
戯
だ
け
で
無
く
江
西
の
灘
戯
に

も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
部
分
が
あ
り
、
宗
敢
儀
禮
の
中
で
そ
れ
ら
が
演
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
歴
史
語
り
の
競
唱
も
本
來
は
宗
激
儀
禮
の
際
に
唱
わ
れ
て
い
た
に

ハガ
リ

違
い
な
い
と
推
瞼
す
る
。
大
木
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
地
開
關
紳
話
は
詩
讃

農
饒
唱
が
娯
樂
化
の

一
途
を
辿
る
に
つ
れ
て
沿
去
さ
れ
て
い
く
運
命
に
あ

っ
た
の

だ
が
、
そ
れ
て
も
成
化
既
唱
詞
話
の

『
花
關
索
傳
』
や

『
石
郎
駒
馬
傳
』
に
は
は

っ
き
り
と
残

っ
て
い
る
。

設
朝
が
絡
わ
る
と
軍
隊
の
出
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
に
殆
ど
ど
の

地
戯
譜
に
も

「貼
兵
」
が
あ
る
。

一
貼
東
方
甲
乙
木

青
旗
青
號
領
三
軍

青
旗
飛
飛
前
引
路

好
似
烏
鴉
牛
空
騰

二
貼
南
方
丙
乙
火

紅
旗
紅
號
領
三
軍

紅
旗
維
緯
擁
山
火

猶
如
早
霞
換
赤
雲

三
顯
西
方
庚
辛
金

一
に
東
方
の
甲
乙
木
を
貼
ぜ
ん

青
旗
青
號
も
て
三
軍
を
領
す

青
旗
飛
飛
前
み
て
路
を
引
く

好
く
烏
鴉
の
牛
空
を
騰
る
に
似
る

二
に
南
方
の
丙
乙
火
を
貼
ぜ
ん

紅
旗
紅
號
も
て
三
軍
を
領
す

紅
旗
続
緯
焼
山
の
火

猶
早
霞
の
赤
雲
に
換
わ
る
が
如
し

三
に
西
方
の
庚
辛
金
を
職
せ
ん

(『三
下
河
東
』)

こ
の
部
分
は

「
五
方
兵
馬
」
と
言
わ
れ
る
邪
鬼
な
ど
を
起
い
は
ら
う
祭
祀
儀
禮

ハの
り

に
由
來
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
成
化
設
唱
詞
話
に
も
共
通
す
る
表
現
が

一
五
七
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見
え
る
。

一
貼
東
方
甲
乙
木

青
旗
青
號
領
三
軍

人
人
長
槍
青
木
棍

短
槍
八
尺
掛
青
縷

人
人
甕
戴
青
毯
帽

青
繋
馬
上
好
將
軍

二
鮎
南
方
丙
乙
火

紅
槍
桿
上
掛
紅
縷

人
人
壼
騎
姻
脂
需

頭
盗
頂
上
帯
紅
櫻

紅
旗
焔
焔
焼
山
火

紅
抱
焔
焔
好
驚
人

三
貼
西
方
庚
辛
金

一
に
東
方
の
甲
乙
木
を
貼
ぜ
ん

青
旗
青
號
も
て
三
軍
を
領
す

人
人
長
槍
に
青
木
の
棍

短
槍
八
尺
青
繧
を
掛
く

人
人
垂
く
青
毯
帽
を
戴
き

青
繋
の
馬
上
の
好
き
將
軍

二
に
南
方
の
丙
乙
火
を
鐵
ぜ
ん

紅
槍
桿
上
紅
縷
を
掛
く

人
人
鑑
く
姻
脂
疇
に
騎
る

頭
盛
頂
上
紅
縷
を
帯
ぶ

紅
旗
焔
焔
焼
山
の
火

紅
抱
焔
焔
好
く
人
を
驚
か
す

三
に
西
方
の
庚
辛
金
を
鮎
せ
ん

・

(『石
郎
鮒
馬
傳
』)

冒
頭
か
ら
こ
こ
ま
で
は
言
わ
ば
物
語

の
導
入
部
分
で
あ
り
、
こ
の

「貼
兵
」
が

絡
わ
る
と
英
雄
た
ち
は
遠
征
の
途
に
つ
い
て
本
格
的
に
職
い
の
物
語
が
始
ま
り
、

地
戯
の
上
演
も
熱
を
帯
び
た
激
し
い
も

の
と
な

っ
て
い
く
。
以
上
て
、
地
戯
が
今

現
在
に
至
る
ま
て
檬
檬
な
宗
激
儀
禮
と
密
接
に
結
ひ
付
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

に
し
得
た
。
地
戯
は
宗
激
的
な
規
制
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
猫
特
な
演
劇
様

式
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
て
あ

る
。
ま
た
、
地
餓
が
内
容
の
上
て
説
唱
詞

話
と
深
い
關
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
前
章

で
見
た
通
り
だ
が
、
成
化
説
唱
詞
話
な
ど

は
既
に
娯
樂
化
し
始
め
て
い
る
と
は
言

え
、
地
戯
と
同
様

「
設
朝
」
、
「貼
兵
」
な

ど
か
つ
て
宗
敢
儀
禮
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
を
残
し
て
お

り
、
そ
の
原
型
は
宗
敏
色
の
更
に
濃
厚
な
祭
祀
性
設
唱
作
品
て
あ

っ
た
ろ
う
と
想

像
さ
れ
る
。

一
五
八

四

詩
讃
髄
祭
祀
演
唱
の
分
化
と
清
代
地
方
劇

明
代
に
於
い
て
地
戯
が
祭
祀
性
詩
讃
盟
読
唱
と
關
わ
り
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら

か
に
な

っ
た
。
安
順
や
貴
陽
で
は
現
在
て
も
非
常
に
多
く

の
詩
讃
豊
読
唱
の
唱
本

が
商
贔
と
し
て
流
通
し
て
お
り
、
中
國
の
中
で
こ
の
よ
う

な
も
の
が

(と
言
っ
て

は
失
禮
だ
が
)
未
だ
に
娯
樂
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
激
少
な
い
土
地

で
あ

る
。

見
る
こ
と
が
出
來
た
読
唱
の
題
名

の
み

を
列
學
す

る
と
、
『西
遊
記
』
、
『水
濡

傳
』
、
『劉
備
過
江
招
親
回
荊
州
』、
『裁
江
奪
斗
』、
『
小
喬
果
夫
』
、
『
關
雲
長
過
五

關
』
、
『封
紳
』、
『
姜
子
牙
下
毘
儲
』
、
『
民
聞
雑
記
聞
仲
顯
魂
他
』
、
『
斬
韓

口
歌
』
、

『
司
罵
貌
預
到
七
賢
』
、
『
十
八
朝
代
歌
』、
『
躰
蛇
記
』
、
『開
宗
義
』
、
『
二
士

入
桃

園
』
、
『金
鈴
記
』、
『
王
玉
連
征
西
』
、
『
元
龍
太
子
』、
『養
蒙
俗
歌
』、
『
三
元
記
』
、

暴

香
蓮
』
、

『
新
山
歌
』
、
『
水
打
蘭
橋
』、

『婚
姻
雑
談
他
』
、
『
弟
兄
分
家
他
』、

『封
唱
山
歌
問
答
盤
歌
』、

『鵬
寄
記
』
、
『
白
鶴
記
』
、
『
散
花
文
』
、

『八
仙
圖
』、

『
後
八
仙
圖
』
、
『
孟
姜
女
実
長
誠
』、
『
柳
陰
記
梁
山
泊
與
覗
英
塁
』
、
『
張
四
姐
大

闇
東
京
』
、
『描
銭
樹
』、
『
大
孝
記
』、
『
箋
上
墳
』
、
『唖
巴
告
駿
銭
漢
他
』
、
『
耗
子

告
猫
』
、
『快
噴
李
翠
蓮
』
、

『十
鋤
家
庭
和
』
、

『勧
世
雑
文
』、

『紳
敗
』、
『
二
度

梅
』
、
『清
官
圖
』
な
ど
が
あ
る
。
騰
制
側
に
立
つ
英
雄
の
物
語
に
固
執
す
る
地
戯

ハ
ゆ
り

が
こ
れ
ら
の
題
材
を
取
り
上
げ
て
演
じ
る
こ
と
は
殆
ど
無
い
。
例
え
ば
『開
宗
義
』

は
成
化
説
唱
詞
話
に
も
見
え
る
由
緒
あ
る
古
い
演
目
で
、
明
代
に
は
既
に
こ
の
地

に
傳
播
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
ど
こ
の
地
戯
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
の
て
あ
る
。
こ
れ
ら
説
唱
の
用
途
は
專
ら
清
唱
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

上
述

の

『封
神
演
義
』
の
如
く
祭
祀
儀
禮
の
場
で
唱
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
祭
祀

性
の
強
い
読
唱
と
言
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。

別

に
地
戯
て
は
關
索
を
圭
人
公
と
・ず
る

『
十
二
穿
關
』
と
い
う
地
戯
譜
が
存
在



し
、
雲
南
の
蟹
王
が
成
都
に
攻
め
寄
せ
て
き
て
、
關
須
ら
五
虎
將
が
迎
え
討
つ
が

鰺
敗
を
喫
し
、
今
度
は
關
索
が
出
陣
し
て
逆
に
敵
の
十
二
の
關
を
連
破
し
て
い
き
、

と
う
と
う
蟹
王
を
降
伏
さ
せ
る
と
い
う

『花
關
索
傳
』
と
は
相
當
異
な
る
筋
立
て

ハ　

で
あ
る
ら
し
い
。
と
も
あ
れ
、
江
南
で
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
關
索
の
物
語
が

は
る
ば
る
貴
州
に
傳
播
し
て
き
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
更
に
詳
し
く
調
査

す
れ
ば

『花
關
索
傳
』

に
近
い
内
容
の
地
戯
が
護
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
雲

南
に
は
や
は
り
帳
面
劇
の

一
種
で

「
關
索
戯
」
と
呼
ば
れ
る
演
劇
が
傳
わ

っ
て
い

る
。
實
地
に
自
分
の
目
で
観
察
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
顧
峰
氏
の
報
告
か
ら
剣

断
す
る
と
、
上
演
の
前
後
の
儀
禮
に
地
戯

の
そ

れ
と

の
共
通
鮎
が
見
ら
れ
、
武

戯
を
主
盟
と
し
た
詩
讃
騰
の
演
劇
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
初
期
の
殼
階
て
地
戯
か
ら

分
か
れ
出
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
關
索
戯
」
と
構
し

て
い
る
が
、
現
存
し
て

い
る
三
十
五
の
演
目
の
う
ち
、
關
索
が
主
役
で
登
場
す

る

の
は

『花
關
索
職
三

娘
』
、
『
三
娘
公
圭
戦
』
、
『
花
關
索
戦
山
岳
』
位
の
も
の
て
、
他
は
蜀
漢
の
英
雄
た

　き

ち
が
登
場
す
る
い
わ
ゆ
る
三
國
戯
で
あ

る
。

坐
在
馬
上
擁
頭
望

關
羽
打
扮
非
亭
常

丹
鳳
眼
來
臥
銀
眉

五
絡
胡
須
洒
胸
瞠

跨
下
赤
兎
胴
脂
馬

青
龍
偲
月
賓
雪
霜

陣
前
曾
把
大
話
講

關
羽
聴
哨
醗
端
詳

十
二
三
歳
打
虎
將

十
五
山ハ
{尿
搦
騨戦
場

馬
上
に
坐
し
て
在
り
頭
を
擁
げ
て
望
め
ば

も
で
た
ち

關
羽
の
打
扮
準
常
に
非
ず

丹
鳳
の
眼
に
臥
鍛
の
眉

五
絡
の
胡
須
は
胸
瞠
に
洒
た
り

赤
兎
胴
脂
馬
に
跨
が
り
下
り

き
さ

青
龍
偶
月
は
雪
霜
に
察
る

陣
前
に
曾
た
大
話
を
把
っ
て
講
ず

つ

ぶ

わ
れ

關
羽
よ
聴
げ
哨
の
端
詳
さ
に
説
く
を

十
二
三
歳
に
て
打
虎
の
將
た
り

お
め
み

十
五
山ハ
歳
に
て
一戦
場
姻慨
・兄

清
代
英
雄
傳
奇
小
競
成
立
の
背
景

こ
の
關
索
戯

『職
長
沙
』
の
段
を
地
戯

『三
國
演
義
』
A
、
C
の
該
當
部
分
と

樹
校
し
て
み
る
と
、
唱
詞
に
共
通
す
る
文
字
は
あ
ま
り
無
い
が
、
詩
讃
盟
演
劇
の

榔
子
戯
や
京
劇
と
極
め
て
似
て
い
る
貼
は
注
目

に
債
す

る
。
中
路
榔
子

『
取
長

ハ
ぬ
り

沙
』
の
該
當
部
分
は
以
下
の
如
し
。

身
坐
罵
鞍
用
目
望

關
羽
打
扮
非
李
常

臥
露
眉
丹
鳳
眼

五
給
長
須
胸
前
揚

跨
下

一
騎
赤
兎
馬

手
中
傘
的
青
龍
刀

回
頭
再
把
話
來
講

叫
聲
關
羽
聴
端
詳

我
黄
忠
十

一
十
二
演
弓
馬

十
三
十
四
搦
験
場

詩
讃
騰
演
劇
の
榔
子
戯
は
陳
西
、
山
西
地
方
て
生
ま
れ
、
清
代
中
期
以
降
四
川

を
経
由
し
て
貴
州
、
雲
南
に
も
傳
播
し
て
い
た
の
て
、
關
索
戯
の
こ
の
唱
詞
が
雲

ハ
お
ね

南
榔
子
戯
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し

一
方

て
、
榔
子
戯

は

『
小
過

山
』
(中
路
榔
子
、
山
西
上
慮
榔
子
)、
『
黒
虎
山
』
(豫
劇
、

山
東
榔
子
)
な
ど
關
索
が
登
場
す
る
演
目
を
有

し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
關
索
が
飽

三
娘
と
職
い
、
關
索
が
飽
三
娘
に
生
け
捕
り
に
さ
れ
た
後
て
二
人
は
相
思
相
愛
に

な
り
、
最
後
に
結
婚
す
る
と
い
う
筋
て
、
『
新
編
全
相
読
唱
足
本
花
關
索
出
身
傳
』

と
も
よ
く
似
た
内
容
で
あ

る

(但
し

『花
關
索
傳
』
で
は
關
索
が
飽
三
娘
を
生
け
捕
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
)。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
江
南

か
ら
雲
南
、
貴
州
、
四
川
等
の

地
域
を
通
っ
て
物
語
が
山
陳
ま
で
傳
播
し
榔
子
戯
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の

で
あ
る
。
恐
ら
く

『花
關
索
傳
』
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
英
雄
傅
設
は
詩
讃
盟
の

枠
組
み
を
超
え
て
樂
曲
盟
の
作
品
に
傳
播
す
る
こ
と
は
無
く
、
詩
讃
盟
の
ジ
ャ
ソ

ル
の
中
で
の
み
廣
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
中
路
榔
子

『
取
長

沙
』
な
ど
も
關
索
戯
、
も
し
く
は
地
戯
か
ら
榔
子
戯
に
入
っ
た
演
目
で
あ

っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

一
五
九
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こ
の
他
に
、
榔
子
戯
が
基
づ
い
た
と
さ
れ
る
元
明
詞
話

の
末

窩
、
「読
書
」
と

ハ　

い
う
詩
讃
鶴
説
唱
文
學
に
は

『
安
安
途
米
』、
『
老
鼠
告
猫
』
等

の
作
品
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
貴
州
で
は
灘
堂
戯
や
読
唱
と
し
て
傳
わ

っ
て
お
り
、
ど
ち
ら

か
ら
ど
ち
ら
に
傳
播
し
た
の
か
、
そ
の
傳
播
脛
路
は
現
時
黙
で
は
は

っ
き
り
し
な

い
が
、
山
陳
地
方
と
雲
貴
地
方
と
の
聞

で
の
詩
讃
豊
演
劇
、
設
唱
の
交
流
が
非
常

に
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。

五

英
雄
傳
奇
小
観
の
誕
生

地
戯
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
英
雄
敲
事
詩
的
な
物
語
は
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て

は
明
代
ま
で
は
散
文
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
成
化
説

唱
詞
話
、
『
大
唐
秦
王
詞

話
』
な
ど
の
よ
う
な
齊
言
句
で
構
成
さ
れ
た
詩
讃
膿
競
唱
が
媒
鶴
の
圭
流
て
あ

っ

た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
こ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
物
語
が
知
識
人
の
好
む
と
こ
ろ

と
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
清
朝
も
乾
隆
年
聞
に
な

っ
て
英
雄

傳
奇
は
小
読
と
し
て
の
興
隆
期
を
爽
如
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
乾

　あ
ソ

隆
か
ら
嘉
慶
に
か
け
て
上
梓
さ
れ
た
英
雄
傳
奇
小
醗
の
書
名
を
掲
げ
る
。

『後
七
國
樂
田
演
義
』
四
巻
十
八
回

(乾
隆
十
八
年
刊
)

『孫
寵
演
義
七
國
志
全
傳
』
三
巻
六
回

(乾
隆
六
十
年
序
刊
)

『読
唐
演
義
全
傳
』
六
十
八
回

(乾
隆
聞
刊
)

『
親
唐
演
義
後
傳
』
五
十
五
回

(乾
隆
三
年
刊
)

『征
西
説
唐
三
傳
』
十
巻
八
十
八
回

(乾
隆
聞
刊
)

『異
観
反
唐
演
義
全
傳
』
十
四
巻
百
四
十
回

(乾
隆
十
八
年
序
刊
)

『粉
欺
櫻
全
傳
』
八
十
回

(乾
隆
聞
刊
?
)

『
楊
家
將
演
義
』
八
巻

(乾
隆
五
十

一
年
覆
萬
暦
三
十
四
年
序
刊
本
)

『
飛
龍
ム
出櫨
剛』
六
十
回

(一乾
隆
一ご
十
ご
一年
序
刊
)

『
岳
武
穆
精
忠
傳
』
六
巻
六
十
八
回

(乾
隆
三
十
六
年
覆
天
啓
七
年
刊
本
)

=
ハ○

『
読
岳
全
傳
』
二
十
巻
八
十
回

(乾
隆
閲
刊
?
.)

『
説
呼
全
傳
』
十
二
巻
四
十
回

(乾
隆
四
十
四
年
刊
)

『
五
虎
李
西
前
傳
』
十
四
巻
百
十
二
回

(嘉
慶
六
年
)

『
五
虎
準
南
後
傳
』
六
巻
四
十
二
回

(嘉
慶
十
二
年
)

『萬
花
櫨
恢楊
包
狭
演
曲義
』
十
四
巻
山ハ
十
八
回

(嘉
慶
閲
刊
)

『後
績
五
虎
將
準
南
後
宋
慈
雲
走
國
全
傳
』
八
巻
三
十
宏
回

(嘉
慶
二
十
五
年
)

上
記
の
小
説
は
、
中
國
小
説
史
に
於
い
て
は

一
般
に
講
史
小
醗
に
分
類
さ
れ
る

が
、
『三
國
演
義
』、
『
唐
書
志
傳
』
な
ど
と
は
異
な
り
、
天
仙
の
下
凡

し
た
英
雄

が
道
術
や

「
費
貝
」
を
用
い
て
職
う
場
面
の
繰
り
返
し
で
、
史
實
か
ら
は
か
な
り

逸
睨
し
て
い
る
。
地
戯
の
よ
う
な

「設
朝
」
な
ど
は
見
當
ら
な
い
も
の
の
、
英
雄

た
ち
の
戦
う
情
景
描
爲
の
連
績
で
ス
ト
ー
り
ー
が
展
開
し
て
い
く
と
い
う
貼
で
爾

者
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
英
雄
傳
奇
小
醗
は
、
英
雄
た
ち
の
出
で

立
ち
を
形
容
す
る
の
に
、
「想
生
打
扮
」
の
文
字

の
後

て
齊
言
句

(特
に
七
字
句
)

を
多
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
描
窩
の
仕
方
は
成
化
親
唱
詞
話
や
地
戯
な
ど

詩
讃
鶴
文
學
猫
自
の
も
の
で
あ
り
、
小
観
は
そ
の
表
現
法
や
唱
詞
を
模
倣
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
英
雄
傳
奇
小
醗
の
刊
行
が
か
く
も
乾
隆
年
聞
に
集
中
し
て
い
る
の

は
い
か
な
る
所
以
て
あ
ろ
う
か
。
乾
隆
年
聞
は
、
清
代
戯
曲
史
の
上
で
も

一
つ
の

劃
期
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
孟
繁
樹
氏
に
擦
れ
ば
、
康
煕
、
雍
正
か
ら
山
陳
商
人

の
販
路
撞
大
に
件
い
、
榔
子
戯
も
江
蘇
、
漸
江
、
幅
建
、
廣
東
、
湖
北
、
湖
南
、

ハみ
り

四
川
、
雲
南
、
山
東
、
河
北
の
各
地
に
普
及
し
始
め
た
と
言
う
。
山
陳
商
人
は
、

そ
の
資
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て
各
地
に
關
帝
廟
を
蓮
て
、
關
帝
信
仰
を
全
國
に
廣

め
た
陰
の
立
て
役
者
で
も
あ
る
。
そ
し
て
乾
隆
初
年
に
は
、
毘
曲
や
そ
れ
を
既
に

凌
い
て
い
た
ざ
陽
腔
な
ど
の
傳
統
的
な
樂
曲
騰
演
劇
と
激
し
い
孚

い
を
繰

り
廣

げ
」
榔
子
戯
、
皮
黄
戯
な
ど
の
娯
樂
と
し
て
通
用
し
得
る
詩
讃
盟
演
劇
が
徐
徐
に



樂
曲
農
演
劇
を
塵
倒
し
、
演
劇
界
の
圭
流
と
な

っ
て
い
く
の
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
こ
れ
は
商
人
が
推
進
し
た
も
の
と

し
て
、
詩
讃
騰
市
場
地
演
劇
と
名
付
け
て

お
く
。
こ
の
新
興
の
詩
讃
睦
演
劇
の
勝
因
は
幾

つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
第

一
に
學

げ
ら
れ
る
の
は
そ
の
唱
詞
の
李
明
な
貼
で
あ
る
。
樂
曲
騰
演
劇
が
少
敷
の
観
客
を

樹
象
と
す
る
家
演
用
の
も
の
で
、
文
人
の
手
を
輕
て
高
級
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た

の
に
鞠
し
、
詩
護
艦
演
劇
は
多
数
の
観
客
を
擁
す
る
野
外
劇
に
適
し
、
凝

っ
た
丈

僻
は
用
い
な
い
通
俗
的
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ

易
か

っ
た
筈
で
あ
る
。
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
題
材
の
違
い
で
あ
る
。
毘
曲
や
ざ

陽
腔
も
そ
う
で
あ
る
が
、
明
傳
奇
を
中
心
と
し
た
家
庭
的
、
宗
族
的
な
演
目
し
か

演
じ
な
か
っ
た
の
に
比
べ
、
詩
讃
盤

に
は
有
名
な
歴
史
故
事
か
ら
題
材
を
取
り
、

英
雄
の
激
し
い
立
ち
回
り
を
賓
り
物

に
す
る
演
目
が
多
多
見
ら
れ
、
民
衆
が
唱
詞

を
聞
き
取
れ
な
く
て
も
見
て
い
る
だ
け
で
内
容
が
理
解
で
き
る
こ
ち
ら
の
方
を
選

ぶ
の
は
自
明
の
理
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
筆
者
は
こ
れ
ら
山
陳
榔
子
な
ど
の
新
興

の
詩
讃
盟
演
劇
の
勃
興
、
及
び
英
雄
傳
奇
小
読
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た

の
が
、
元
明
詞
話
の
流
れ
を
汲
む
地
戯
、
關
索
戯
な
ど
の
古
い
村
落
系
祭
祀
演
劇

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
る
。
こ
れ
ら
は
敲
事
鶴
の
語
り
口
を
守
り
績
け
、
演

劇
様
式
で
は
め
ざ
ま
し
い
畿
展
は
逡
げ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
内
容
の
面
で
は
、
武

器
を
手
に
し
た
そ
の
激
し
い
動
作
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
荒
々
し
く
躍
動
感
溢
れ

る
が
、

一
面
類
型
的
な
英
雄
の
物
語
を
育
て
て
い
っ
た
。
花
關
索
な
ど
の
例
を
見

て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
演
目
が
同
じ
詩
讃
髄
の
榔
子
戯
に
も
吸
牧
さ
れ
、

全
國
に
傳
播
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
の
英
雄
物
語
の
流
行
が
當

時
の
出
版
業
界
を
刺
激
し
、
從
來
は
文
人
た
ち
か
ら
閑
却
さ
れ
て
い
た
英
雄
物
語

を
小
設
化
し
て
賓
り
だ
そ
う
と
い
う
機
運
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
海
、
乾
隆

年
聞
は
、
明
末
清
初
の
混
臥
が
攻
ま

っ
て
檬
様
な
産
業
が
畿
展
期
に
入
っ
た
が
、

刻
書
業
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
乾
隆
四
年
に
は
蘇
州
で
全
國
で
初
め
て
の
刻
工

清
代
英
雄
傳
奇
小
既
成
立
の
背
景

た
ち
の
ギ
ル
ド
が
誕
生
し
て
い
た
し
、
當
時
の
蘇
州

の
出
版
状
況
を

哀
棟

は
、

「刻
書
が
今
よ
り
盛
ん
だ

っ
た
こ
と

は
無

く
、
我
が
蘇
州
の
書
は
技
術
的
に
優
れ

て
い
る
。
」
と
言
っ
て
お
り
、
北
京
や
蘇
州
を
中
心
に
出
版
が
盛
ん
に
な

っ
て
き

ハヨ
ロ

て
い
た
鮎
も
見
逃
せ
な
い
。
結
局
、
新
興
の
詩
護
騰
演
劇
が
媒
腔
と
な
っ
て
英
雄

物
語
を
全
國
に
廣
め
、
か
つ
乾
隆
年
聞
に
小
説
な
ど
の
俗
文
學
を
出
版
で
き
る
程

に
刻
書
業
界
や
、
そ
れ
を
清
費
す
る
讃
者
層
が
恢
復
し
て
き
た
た
め
、
前
に
列
記

し
た
よ
う
な
多
量
の
英
雄
傳
奇
型
の
歴
史
小
説
が
陸
績
と
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
プ
ロ
の
講
繹
師
や
文
人
に
よ
っ
て
磨
き
ぬ
か
れ
た
物
語

が
、
今
度
は
逆
に
小
醗
に
依
披
し
た
改
訂
を
通
じ
て
地
戯
な
ど
に
取
り
込
ま
れ
て

い
っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

六

結
び

ハ
ね
り

最
後
に
英
雄
物
語
の
傳
播
を
圖
式
化
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
六
集

こ
こ
で

一
つ
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貼
が
あ
る
。
安
順
地
戯
の
地

戯
譜
に
は
封
面
に
多
く

「
観
唱
全
傳

地
戯
譜
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ

の
鮎
に
つ
い
て
、
地
戯
の
演
員
に
尋
ね
て
み
た
。
彼

の
答
え

る
と
こ
ろ

に
撮
れ

ば
、
地
戯
譜
を
役
割
分
指
し
、
地
戯

の
腔
調
で
唱

っ
て
振
り
を
附
け
加
え
れ
ば
そ

れ
は
地
戯

(演
劇
)
で
あ
り
、
そ
の
場

で
適
當
に
節
を
つ
け
て
唱
え
ぽ

(清
唱
)
そ

れ
は
説
唱
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し

い
。

つ
ま
り
地
戯
誰
の
よ
う
に
鍍
事
騰
で
書

か
れ
た
も
の
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
自
膣
に
は
演
劇
、
読
唱
の
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
か

何
も
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
テ
ク
ス
ト
の
レ
ベ
ル
で
考
え
れ
ば
、

地
戯
な
ど
を
軍
な
る
演
劇
と
は
見
倣
し
難
い
。
ま
た
、
同
じ
詩
讃
饒
の
成
化
読
唱

詞
話
は
挿
圖
な
ど
も
加
え
ら
れ
、
娯
樂

の
讃
曲
用
テ
ク
ス
ト
に
近
い
盛
裁
を
と
る

が
、
か
た
や
安
徽
池
州
の
灘
戯
の
脚
本
に
は
、
成
化
設
唱
詞
話
と
寸
分
違
わ
ぬ
唱

ハふ
り

詞
が
多
多
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
今
の
安
順
地
戯

の
あ
り
方
や
成
化
読
唱

詞
話
と
池
州
健
戯
の
關
わ
り
に
鑑
み
、

そ
こ
か
ら
更
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ

ば
、
初
期
演
劇
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
て
あ
ろ
う
、
鮫
事
膿
で
唱
わ
れ
語
ら
れ
る
演

劇
と
も
読
唱
と
も
到
別
不
能
な
口
承
演
藝
の
存
在
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
目

下
、
演
劇
の
脚
本
と
説
唱
の
唱
本
を
兼

ね
る
藝
能
を
指
す
適
當
な
呼
構
も
無
い
の

で
、
偶
に
祭
祀
性
演
唱
藝
能
と
し
て
お
く
。
こ
の
祭
祀
性
演
唱
郵
能
は
時
代
が
下

り
、
演
劇
が
猫
自
の
畿
展
を
途
げ
代
言
髄
の
説
白
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
と
、
敲

事
睡
の
説
唱
と
の
乖
離
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
や
が
て
詩
讃
膣
祭
祀
説
唱
と
詩

讃
豊
祭
祀
演
劇
と
に
分
化
し
始
め
る
。
も

っ
と
も
大
牛
の
祭
祀
演
劇
は
地
戯

の
よ

う
に
唱
詞
は
叙
事
睦
の
ま
ま
で
、
テ
ク
ス
ト
は
演
劇
観
唱
条
用
で
は
な
か

っ
た
か

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
雨
者
も
都
市
に
進
出
し
た
り
、
或
は
村
落
自
膣

が
市
場
化
さ
れ
て
娯
樂
と
し
て
清
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
特
に
祭
祀
演
劇
の

方
は
市
場
地
演
劇
と
し
て
大
き
な
縫
貌
を
途
げ
て
、
祭
祀
性
演
唱
藝
能
と
い
う
同

根
か
ら
生
じ
た
説
唱
と
演
劇
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
箇
の
ジ

ャ
ソ
ル
と
し
て
確
立
さ

一
六
二

れ
て
い
く
。
地
戯
や
關
索
戯
な
ど
は
邊
鄙
な
地
域
で
成
立
し
た
が
た
め
に
祭
祀
儀

禮
と
の
結
び
付
き
は
張
固
な
ま
ま
て
、
そ
の
よ
う
な

一
般
的
な
演
劇
化
、
娯
樂
化

の
趨
勢
と
は
無
縁
て
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
お
か
げ
て
軍
灘
の
上
演
形
態
を
維
持

し
つ
つ
、

一
方
で
江
南
か
ら
携
え
て
き
た
、
既
に
祭
祀
演
劇
へ
の
過
渡
期
に
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
祭
祀
性
演
唱
藝
能
を
母
胎
と
し
て
物
語
内
容
だ
け
を
護
展
さ
ぜ
、

英
雄
た
ち
が
暴
れ
回
る
物
語
世
界
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
て
あ
る
。
地
域
肚
會
の

特
殊
な
環
境
で
成
長
し
た
英
雄
殺
事
詩
て
は
あ
る
が
、
そ
の
中
で
競
か
れ
る

「義

氣
」
や

「勧
善
懲
悪
」
の
理
念
は
、
ま
た
中
國
二
般
肚
會
に
於
い
て
も
普
遍
性
を

持
つ
も
の
て
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
詩
讃
瞳
祭
祀
演
劇
の
英
雄
物
語
は
、
清

代
中
期
の
村
落
の
市
場
化
に
件
う
地
方
劇
の
勃
興
に
逡
い
、
今
度
は
榔
子
戯
や
皮

黄
戯
な
ど
の
詩
讃
騰
市
場
地
演
劇
、
或
は
費
巻
、
鼓
詞
、
揮
詞
な
ど
の
詩
讃
盟
観

唱
の
傳
播
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
急
速
に
中
國
全
土
に
廣
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ

を
契
機
に
小
読
の
方
で
も
乾
隆
年
聞
、
空
前
絶
後
の
英
雄
傳
寄
小
読
の
出
版
ラ
ッ

シ
ュ
が
始
ま
り
、
冒
頭
に
記
し
た
魯
迅
の
言
の
如
き

「盛
行
於
里
巷
聞
」
の
状
況

を
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
地
域
肚
會
の
祭
祀
演
唱
藝
能
、
詩
讃
膿
祭
祀
演
劇
を
中
心
に
見
据
え

て
、
そ
の
中
か
ら
英
雄
物
語
の
類
型
を
抽
出
し
、
.詩
讃
髄
文
學
と
い
う
様
式
と
深

く
結
合
し
て
い
た
英
雄
物
語
の
系
譜
及
び
そ
の
文
學
史
的
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
得
た
。
併
せ
て
こ
れ
が
中
國
小
観
史
に
於
け
る
英
雄
傳
奇
小
観
の
再
評
債
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。

ら

注(
1
)

『
魯
迅
全
集
九
』

(
人
民
文
學
出
版
批

一
九
八

一
)

一
四
九
頁
9

「其
干
武
勇
、

則
有
敲
唐
之
醇
家
、
宋
之
楊
家
及
秋
青
輩
者

、
文
意
井
拙
、
然
盛

行
子
里
巷
聞
、
…

..…
・」



(2
)

「安
順
地
蔵
團
分
布
統
計
」、
「
安
順
地
戯
劇
目
分
布
統
計
」
は
共
に
未
公
刊
。

沈
顧
馨
氏
は

「安
順
地
戯
分
布
圖
」
も
作
成
し
て
い
る

(『安
順
地
戯
論
集
』
文
化

藝
術
出
版
批
一
九
九
〇
)。
貴
重
な
統
計
を
恵
與
下
さ
っ
た
爾
氏
の
御
厚
意
に
感
謝

す
る
。

(3
)

成
化
既
唱
詞
話
は

『成
化
既
唱
詞
話
叢
刊
』
(上
海

一
九
七
二
)
の
影
印
本
を

底
本
と
し
、
そ
の
う
ち
特
に

『花
關
索
傳
』
に
つ
い
て
は
金
文
京
他
共
著

『花
關
索

傳
の
研
究
』
(汲
古
魯
院
一
九
八
九
)
を
参
照
し
て
い
る
。

(4
)

地
戯
の
演
目
及
び
そ
の
内
容
に
關
す
る
先
行
業
績
と
し
て
は
、
沈
頑
馨

『安
順

地
戯
』
(貴
州
人
民
出
版
激
一
九
八
九
)
「安
順
地
戯
的
形
成
和
護
展
」
(『安
順
地
戯

諭
集
』
所
牧
)、
高
倫

「地
戯
源
流
、
地
戯
譜
」
(『安
順
地
戯
諭
集
』)
が
あ
る
。

(5
)

『貴
州
健
戯
劇
本
選
』
(貴
州
省
臨
術
研
究
室
編
一
九
八
八
)
に

「孟
懐
元
招

親
」、
「岳
飛
大
戦
愛
華
山
」
の
地
餓
譜
を
牧
録
す
る
。

(6
)

山
西
省
戯
劇
研
究
所
他
編

『中
國
榔
子
餓
劇
目
大
僻
典
』
(山
西
人
民
出
版
肚

一
九
九
一
)
を
参
考
。
以
下
、
榔
子
戯
の
演
目
紹
介
は
同
魯
の
記
載
に
撮
る
。

(7
)

中
國
民
聞
文
學
に
於
け
る
劒
を
持
っ
た
英
雄
1

「劒
騨
」
の
存
在
に
つ
い
て

は
、
金
文
京

「關
羽
の
息
子
と
孫
悟
空

(上
)
(下
)」
(『交
學
』
五
十
四
巻
六
・
九

號

一
九
八
六
)
が
最
初
に
指
摘
し
て
い
る
。
金
氏
は

『花
關
素
傳
』
が
含
む
様
様
な

モ
チ
ー
フ
に
検
肘
を
加
え
、
花
關
索
の
性
格
を
剣
紳
、
水
軸
へ
小
童
の
三
つ
の
面
か

ら
考
察
し
て
お
ら
れ
、
本
稿
執
筆
に
當
た
っ
て
大
い
に
示
唆
を
受
け
た
。
大
塚
秀
高

氏
に
は
金
氏
の
醗
を
受
け
、
小
既
と
物
語
と
を
分
か
つ
一
つ
の
指
標
と
し
て
劒
騨
に

注
目
し
申
國
俗
文
學
に
於
け
る
劒
騨
た
ち
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
諭
考
が
あ

る
。
「小
観
と
物
語

(績
)-

物
語
の
構
造
と
攣
貌
1

」
(『中
國
古
典
小
観
研
究

動
態
』

第
五
號

一
九
九

一
)

(8
)

金
文
京

「詩
駿
系
文
學
試
論
」
(『中
國
-

批
會
と
丈
化
』
第
七
既

一
九
九

二
)

コ
ニ
ニ
頁
。

(9
)

こ
の
村
の
『
三
國
』
の
地
戯
に
つ
い
て
は
既
に
田
仲

一
成
、
大
木
康
爾
氏
の
詳

し
い
詮
究
が
あ
る
。
田
仲

一
成

『
中
國
巫
系
演
劇
研
究
』
(東
京
大
學
東
洋
文
化
観

清
代
英
雄
傳
奇
小
設
成
立
の
背
景

究
所
一
九
九
三
)
第
二
篇
第
一
章
、
大
木
康

「安
順
地
戯
調
査
報
告
」
(『東
亜
農
村

祭
祀
戯
劇
比
較
研
究
』
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
一
九
九
二
)

(10
)

鄭
振
鐸

「三
國
志
演
義
的
演
化
」
(『小
饒
月
報
』
二
〇
ー
一
〇

一
九
二
九
)

(11
)

飼
話
に
關
し
て
は
、
葉
徳
均

『宋
元
明
講
唱
文
學
』
(中
華
書
局
一
九
五
九
)

四
二
頁
～
、
孫
楷
第

「飼
話
考
」
(『槍
州
集
』
上
巻

中
華
書
局
一
九
六
五
)、
胡

士
螢

『話
本
小
醗
概
論
』
(中
華
書
局
一
九
八
O
)
一
七
三
頁
、
侃
鍾
之

『中
國
曲

藝
史
』
(春
風
文
藝
出
版
吐

一
九
九
一
)
一
一八
五
～
三
一
二
頁
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

そ
も
そ
も
元
明
の
詞
話
の
實
物
が
殆
ど
傳
存
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
詞
話
の

定
義
に
つ
い
て
は
未
だ
定
醗
を
見
な
い
が
、
筆
者
は
詞
話
と
は
元
元
演
劇
訟
唱
隻
方

の
底
本
に
も
な
り
得
る
よ
う
な
、
鼓
事
睦
で
書
か
れ
た
詩
讃
燈
或
は
樂
曲
髄
の
演
唱

藝
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
。
拙
稿

「明
代
に
お
け

る
三
國
故
事
の
通
俗
文
藝
に
つ
い
て
ー

『風
月
錦
嚢
』
所
牧

『精
選
績
編
費
全
家

錦
三
國
志
大
全
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
ー

」(『東
方
學
』
第
八
十
四
輯

一
九
九
二
)

(12
)

王

一
奇
他
編

『
三
國
人
物
別
傳
』
(
中
國
戯
劇
出
版
肚

一
九

九

〇
)
三
八
～
五

一
頁
。

な

お
、
關
羽
の
出
世

に
つ
い
て
は
中
川
喩

「
嘉
靖

本

『
三
國
志
通
俗
演
義
』

に
お
け

る

「
關
羽

の
最
期
」

の
場
面

に
つ
い
て
」

(『
文
化
』
第
五
十
四
巻
第

一
・
二
號

一
九

九
〇
)、
大
塚
秀
高

「小
既
と
物
語
-

剣
瀞
盟
話
を
端
緒
と
し
て
ー

」
(『中
國

古
典
小
誘
研
究
動
態
』
第
四
號

一
九
九
〇
)
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。

(
31
)

(
14
)

(
15
)

(
16
)

(
17
)

(
18
)

(
19
)

『
安
順
府
志
』
三
五
三
頁
。

注

(9
)
田
仲

一
成
前

掲
書
三
七
三
頁
。

『
李
鰯
縣
劉
氏
族
譜
』

(
一
九
九

一
)
参
照
。

注

(9
)
前
掲
書
三
八
五
～
四
四
九
頁
。

注

(9
)
大
木
康
前
掲
瞼
文
五
〇
～
五
七
頁
。

注

(9
)
田
仲

一
成
前
掲
書
四
七
〇
～
四
七

一
買
。

同
じ
貴
州
省

の
徳
江
縣
、
思
南
縣
、
銅
仁
縣
な
ど

に
残
る
灘

堂
戯

で
は
こ
れ
ら

の
醗
唱
が
演
劇
化
し
演
目
に
名
を
蓮
ね
て
い
る
。
例
え
ば
思
南
縣
で
は
、
『桃
園
三

一
六
三



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
六
集

結
義
』
、
『
東
呉
招
親
』
、
『
關
公
斬
紹
蝉
』
、
『
醇
仁
貴
征
東
』
、

『羅
通
征
北
』
、
『
奨
梨

花
』
、

『
六
郎
斬
子
』
と

い

っ
た
地
戯
と
共
通
す
る
歴
史
物
語

の
他
、
男
女

の
懸
愛
や

世
俗
故
事
な
ど

を
扱

っ
た

『
隻
上
墳
』
、

『張
四
姐
大
關
東
京
』
、
『
王

玉

連

征

西
』
、

『
蛉
蛇
記
』
、
『
水
打
蘭
橋
』
、
『
鵬
寄
記
』
な
ど
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
銅
仁

縣

に

は

歴
史
劇

の

『
李
密
投
唐
』
、
『
蔽
門
斬
子
』

と

『
蜂
蛇
記
』
が
あ

る
。
ま
た
、
徳
江
縣

の
演

目
に
は

『
關
羽
斬
察
陽
』
示
あ
る
。
貴
州
省

の
健
堂
戯

に
つ
い
て
は
、
郵
光
華

『
灘
壇
戯
概

観
』

(
貴
州
省
藝
術
研
究
室

・
貴
州
省
思

南

縣

文
化

局
編

一
九
八
六
)、

高
倫

『貴
州
灘
戯
』

(貴
州
人
民
出
版
肚

一
九
八
七
)
を
謬
考

に
し
た
。

(
⑳
)

注

(
4
)
高
倫
前
掲
論
文
五
五
～
五
六
頁
。

(
21
)

顧
峰

『古
潰
藝
術
探
索
』

(雲
南
激
育
出
版
肚

一
九
九
二
)
「
一
支
濁
特
而
稀
有

的
難
戯
-

關
索
戯
」
「三
肪
關
索
戯
」
を
滲
考
。
こ
の
中
で
顧
氏
は
、
花
關
索
の

灘
戯
の
傳
存
状
況
か
ら
見
て
關
索
戯
は
池
州

(安
徽
)
や
恩
施

(湖
北
)
な
ど
の
憾

戯
が
貴
州
を
経
由
し
て
雲
南
に
傳
播
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

(羽
)

『山
西
地
方
戯
曲
圏
編
十
二
』
(山
西
人
民
出
版
肚
一
九
八
四
)
四
三
一
頁
。

(認
)

詩
讃
瞳
演
劇
の
硬
生
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
小
松
謙

「詩
讃
系
演
劇
考
」
(『富

山
大
學
激
養
部
紀
要
』
第
二
十
二
巻

一
鵬

一
九
九
〇
)、
孟
繁
樹
『中
國
板
式
攣
化
盟

戯
曲
研
究
』
(文
津
出
版
就

一
九
九
〇
)
が
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
加
藤
徹

『江

南
地
方
戯
劇
傳
播
北
方
或
西
方
的
途
径
-

以

『白
蛇
傳
』
「断
橋
」
爲
例
而
論
毘

曲
、
皮
黄
、
榔
子
的
流
傳
關
係
-

」
(『東
亜
農
村
祭
祀
戯
劇
比
較
研
究
』
東
京
大

學
東
洋
文
化
研
究
所

一
九
九
二
)
も
、
白
蛇
傳
物
語
が
地
方
劇
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

に
傳
播
し
て
い
く
の
か
を
克
明
に
追
究
し
て
お
り
示
唆
に
富
む
。
爾
、
同
氏
は
陳
西

榔
子
が
乾
隆
以
降
に
雲
南
に
傳
播
し
た
と
い
う
展
望
を
示
さ
れ
て
お
り
、
關
索
戯
と

翼
南
榔
子
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
の
鯨
地
が
あ
ろ
う
。

(24
)

注
(%
)
孟
繁
樹
前
掲
書
六
二
～
八
三
頁
。

(%
)

孫
楷
第

『中
國
通
俗
小
既
書
日
』
巻
二

「明
清
講
史
部
」
(人
民
文
學
出
版
吐

一
九
八
二
)、
大
塚
秀
高

『増
補
中
國
通
俗
小
既
書
目
』
(汲
古
書
院

一
九
八
七
)
巻

三

「購
史
」、
『中
國
通
俗
小
既
総
目
提
要
』
(中
國
文
聯
出
版
公
司
一
九
九

一
)
を

一
六
四

滲
考

に
し
掩
。

(
26
)

注

(
羽
)
孟
繁
樹
前
掲
書

一
二
三
～

一
四
〇
頁
。

(
留
)

張
秀
民

『
中
國
印
刷
史
』
(
上
海
人
民
出
版
批

一
九

八

九
)
五
五
三
～
五
五
五

頁

を
参
考
。
「
印
板
之
盛
、
莫
盛
子
今
突
。
吾
蘇

特
工
。
」

(嚢
棟

『書
隠
叢
既
』
)

(
認
)

『祭
祀
演
劇
研
究
』
第
二
篇

「祭
祀
演
劇

の
展
開
」
(東
京
大
學
出
版
會

一
九
八

一
)

に
於

い
て
田
仲

一
成
氏
は
、
晩
唐

か
ら
清
代

に
か
け
て
の
演
劇

の
展
開

の
モ
デ

ル
を
提
示
さ
れ

て
お
り
、
本
稿

の
祭
祀

性
演
唱
駿
能
よ
り
英
雄
傅
奇
小
説

に
至

る
圖

式

も
そ
の
多
く
を
同
氏

の
モ
デ

ル
に
負

っ
て
い
る
。

(四
)

王
兆
乾

「池
州
健
戯
與
成
化
本
翫
唱
詞
話
-

蕪
験
肉
傭
偲
」
(『中
華
戯
曲
』

第
六
輯
一
九
八
八
)
滲
照
。


